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はじめに

陸界と水界の間のエコトーンを形成する湖岸•河岸帯 

の植物群落は、1 ) .漁業資源その他の野生動物に対する 

多様な生息環境の提供、2 ) .外部から流入する汚濁物質 

の捕捉と分解による水質の浄化、3 ) .波浪や流れによる 

湖岸•河岸の侵食の防止、4 ) .農業、畜産、人間生活へ 

の資源の供給、5 ) .水辺の穏やかな自然景観の形成など、 

良好な自然環境および生活環境の形成に多面的に寄与し 

ている。このような植物群落の中で、最も広く分布し、 

かつ重要な貢献をしているのは、大型抽水植物の群落で 

ぁろぅ。

しかし、わが国の湖岸および河岸帯の植物群落の面積 

は、近年、土木工事や水質汚濁等によって急速に減少し 

ており、その保護や、またそれが失われた水辺における 

植物群落など自然環境復元の必要性が、各方面から指摘 

されるようになった。このようなわが国の現状を反映し 

て、1990年 11月には、建設省河川局から“「多自然型 

川づくり」の推進について”の通達と実施要領が出され 

るに至った。このことは、わが国の河川管理方式におけ 

る注目すべき前向きの変化であり、その実施に必要なき 

め細かい技術の開発や関連する情報の整理が望まれる。

本編では、これまで筆者の研究室で検討してきたとこ 

ろを中£ 、に、わが国における大型抽水植物群落の復元技 

術について、その現状と今後の課題などを述べる0
ところで、わが国の湖沼帯や河岸帯に広く分布する大 

型抽水植物としては、ヨシ属、ガマ属、マコモ、フトイ、 

ミクリ属などの植物があり、このうちヨシ属の植物では、 

ヨシ CPhragmites communis T r in .) ツルヨシ 

(Phragmites japonica Steud.) およびセイタカヨシ 

(— 名、セイコノ ヨシ、Phragmites Karka T rin .)

がある。

このような大型抽水植物の主要な種の中で、水際線を 

はさんで水中および陸上にまたがる広い群落をつくり、 

始めに述べたような沿岸帯植物群落がもつさまざまな機 

能の面からみて、最も重要な役割を果たしているのはヨ 

シである。

ヨシは世界的にも最も広く分布する大型水生植物であ 

り、その生物学についてはHaslam (1972， 1973)の 

詳しい総説がある。ここでは、 ヨシの植栽と群落の復元 

および管理を中心に述べ、マコモやガマ類の植栽につい 

ても多少ふれることにする。

1 .湖岸と河岸の生態的工法におけるヨシの位置づけ 

わが国でも、近年、自然環境の保全あるいは復元を考

慮した湖沼や河门 Iの治水対策が取り上げられるようにな 

り、そのための工法として"近自然河川工法” または 

"多自然型河川工法”などの名称が用いられている〇こ 

れらはドイツ語の“naturnaher Wasserbau” または 

“biologische Wasserbau” に由来しており、 いずれ 

も河川の必要とする治水対策の実施に当って、可能な限 

り生物の生息環境および自然景観を保全あるいは創出す 

ることを目的とするものである。ここでは、これらの呼 

称をまとめて生態的工法と呼ぶことにする。

ヨシは、マコモ、ガマ類、フトイなどに比べて、根茎 

(地下茎）の発達が著しく、密に絡み合って土をおさえ 

ており、波浪や流水による侵食に耐える力が大きいとは 

いえ、自然の水域でヨシの群落がみられるのは、低水〜 

平水時の流速がせいぜい20〜 30 cm/secの平地の緩流 

部か湖沼の沿岸帯に限られる。

したがって水際部の生態的工法にヨシが使えるのは、
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写真 1 . 網の目のように絡み合ったヨシ群落の地下茎。

手前の部分が掘削されたため、洗い出された。霞ヶ浦。

上記のような静水域か緩流部であり、河川の中~上流部 

の流速が早い水際では、低木性のャナギと、草本植物で 

はツルヨシが適している。この問題については、稿を改 

めて述べることにする。なお、急流河川であっても、高 

水敷や流路沿いの湿地にヨシを植栽することは可能であ 

り、望ましいことである。

2 .ヨシ植栽地の土壌条件について

わが国でも、近年、湖岸にヨシ、などの大型抽水植物

の植栽が試みられた二三の例はあるが、十分な成果はあ 

がっていないようである。その原因は、植栽地の土質が 

不適当であったか、または根茎の発達に必要な土の深さ 

が不足していたためと思われる（桜井，1988)。
ヨシの良好な成長には粒子の細かい土壌が適している 

ことは、すでにH'aslam (1972)およびSzczepanska 

and Szczepanski (1976)によって指摘されており、 

筆者らの実験でも確認されている（桜井ほか，1989)。

ヨシの自然群落の地中における根茎の分布は、普通で 

深さ 1 m、土壌条件が良いところでは2 m付近まで達す 

るが、大部分は表層50 cmまでの深さに分布しており 

(Haslam, 1973,桜井ほか，1986)、この地層の根茎が 

栄養や水分の吸 収 、 越冬、立地の侵食防止等に主として 

役 立 っ て い る （写 真 1 ) 。

われわれが霞ヶ浦や琵琶湖のヨシ群落について土壌の 

コアを採取して調査した結果によれば、よく発達した群 

落の立地では、粒子の細かい土壌（直 径 0.25 mni以下の 

粒子を80〜 90 %またはそれ以上含有する）が数+cm以 

上の厚さに堆積していた（桜井ほか.1986)。

以上を総合すると、水際に新たに一定規模のヨシ群落 

を造成する場合には、細砂以下の細かい粒子を多量に含 

む土壌が、少なくとも50〜 60 cm以上の厚さに堆積する 

立地を必要とすることがわかる。

3 .ヨシの植え付け方法

ヨシの植え付け方法については、 ドイツ連邦の運河の 

生態護岸造成に関連してBittmann (1965)の詳しい記 

述がある。ただし、旧西ドイツの運河では、近年、経済 

の発展にともなV、船の運航が増加して河岸に打ち寄せる 

航波の頻度が高まり、ヨシ群落の破壊が著しいため、最 

近はヤナギの植栽による河岸の侵食防止が、連邦河川研 

究所によって検討されている （ von Dalwigk, Flasche 
and Kolb,1989)。

ヨシ群落の造成には、播種、ブ□ック植え（株植え）、 

地下茎植え、茎植えなどの方法があり、これらのうち後 

の 3つの方法が実用的である。

3 - 1 .播 種 に よ る方法立花 （ 1980)は、わが国産のョ
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シの種子は発芽歩合がかなり高いことを報告しているが、 

Haslam (1972,1973)によれば、 ヨシは一般に結実歩 

合も発芽歩合も劣る場合が多く、またその幼植物は他の 

植物との競争に弱いので、自然の湖岸ではヨシの種子繁 

殖はほとんど不可能であろうと述べている。

かりに発芽歩合のよい種子がえられる場合でも、採種、 

播種、育苗、植え付け、およびその後一定の大きさにな 

るまでの間の除草等の手間を考えると、種子繁殖による 

ヨシ群落の造成は、手間がかかり実用性が低い。

3 - 2 .ブロック植え（株植え）この方法は、ヨシの密生 

群落から地下茎および根を含む20〜 30 cm角のブロック 

を切り取って、移植する方法である。植え付けの間隔は 

1 m前後とする。時期は冬の休眠期の終わりから春先に 

新芽が地上に少し出始める頃が最も良い。その後でも、 

伸びた芽を痛めないように注意すれば、初夏の頃まで植 

えられる。夏から秋の間は、上記に比べて成績が劣る。

ブロック植えは、水際の陸部や湿地だけでなく、水中 

のヨシの植栽にも採用できるが、水中に植える場合はな 

るべく早く新芽が水面上にでるよう、水 深 30 cmが限度 

であろう。

ブロック植えは最も常識的な方法であるが、苗の採取 

と運搬に労力を要するばかりでなく、苗を入手するのに 

かなりの面積の群落が必要であり、また採苗したヨシ群 

落を傷つける。ただし、植栽地の付近に工事などによっ 

て潰れるヨシ群落がある場合は、好都合である。そのよ 

うな場合には、潰れるヨシ群落の根茎を含む表土を深さ 

50 cm くらいまで削りとり、植栽地に客土してもよい。 

3 -3 .地下茎植えヨシの休眠期の終わりから春先の新 

芽が伸び始める頃までの間に、ヨシの群落の地下茎を掘 

り起こし、新芽をつけて20〜 50 cm (長いほどよい）の 

長さに切り分けたものを苗として移植する方法である。 

水分が多く冠水していな>■、土地の植栽に適した方法であ 

るが、浅い水中でもよい。植え付けの密度は、およそ 

40〜 50cm間隔とする。この方法も苗を供給するヨシ群 

落にかなりの損傷を与える。

3 - 4 .茎 植 え 茎 植 え は Bittmann (1965)によって考 

え出されたすぐれた方法で、その年に伸びた新しL、茎を 

苗として用いる。苗は、 ヨシの新芽が地上に数十cmから 

1 mくらいまでに伸びた（本州の中部では4 月上旬から 

5月中旬）頃、ヨシの茎の根もとに、先が刃のようになっ 

ているショベルか踏み鍬を斜めに踏み込んで切り取る 

(写真2 )。土の中に鎌を差し込んで切り取ってもよい。

写真 2 . ヨシの茎植え用苗の採取。 5 月中旬、上田市の

千曲川の川原。

この場合、その春出た短い新根や新芽の原基を沢山もっ 

ている、茎の根元の節間のつまった部分を必ずつけて切 

り取ることが大切である（写真 3 )〇この部分の有無が、 

活着とその後の成長および株立ちの良否を左右する。こ 

の部分がついていれば、地下茎は全くついていなくても 

よい。

茎植えでは、切り取った苗を植え付けまで乾燥させな 

いことが特に大切である。そのためには、根元を水中に 

浸すかビニールの袋に入れるなどして、日陰に置く。ま 

た 1 日の作業量を考え、その日か、遅くとも翌日には植 

え終わるように、計画的に採苗する。 したがって苗の供 

給地は、植栽地に近い程好都合である。

植え付ける場所は、湖岸の陸地から水深20 ~  30 cmの 

水中まで可能である。植え付けには、直径 2.5〜 3 cmの 

棒 （土木作業に使う長さ120 cmの鉄製のバールが便利で 

ある）を土の中に20 ~  30 cmの深さに打ち込んで植え穴 

をつくり、その中に2〜 3本のヨシ苗を入れ、穴の横を 

足で踏んで土を圧着させる。陸上の水分の少ない土地に 

植える場合には、ヨシの苗を入れた後、植え穴に注水し 

てから横を踏みつければ、根付きがよい。 ヨシの茎植え 

のために、Bittmann (1965)は中棒と鞘から成る鉄製 

のヨシ植え付け器を考案しているが、砂利が多い固い土 

地でも、上記の鉄バールを使えば、さして困難なく植え

- 3 -
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写真 3 . 茎植え用のヨシ苗。新根や新芽の原基が沢山ある根元の節間の 

つまった部分（右の写真に葉鞘をはいで示した）をつけて切り 

取ることが大切である。スケールは50 cm。

写真 4 . 湖岸におけるヨシの植栽（茎植え）の状況。植 

栽地は侵食防止用のマットで覆われている。 

1990年 4 月下旬、霞ヶ浦。

付けることができる。写真4 は、渥ヶ浦の湖岸で、後述 

の防食マットの上からヨシを植えつけている状況である。

植え付けの密度は任意で、狭い程早く密生した群落に

えた茎は枯れ、根元から何本もの新芽が出てい 

る。上田市におけるポット試験、 6月中旬。

なるが、50 cm間隔よりせまく植える必要はない。

陸上の場合は、植え付けがすんだら、過度の蒸散を防

ぐため、苗の上部の葉を切り取る。水中に植えたものは、
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地下部への空気の供給をはかるため、たとえ枯れても水 

面上の葉や茎を切り取らないでおく 0

茎植えはその時期が適当であれば、ほとんど100 %近 

く活着する。苗が活着した後、植え付けた時の茎は多く 

の場合枯れるが、間もなく根元から新芽が出て（写真5)、 

秋までには1本の苗から数本の苤が立ち、まわりの地中 

には地下茎が広がる。

ヨシの茎植えは、植え付けの適期は短いが、親群落を 

あまり傷めないで大量の苗を採ることができ、苗の運搬 

と植え付けが容易で、大規模の植栽には最も適した方法 

である0
多くの植物と同様に、ヨシも休眠の末期から成長開始 

直後の時期が、最も移植に適している。表 1は、おおむ 

ね本州の中央部を想定して、ヨシの生活環（あるいは生 

物季節）と植栽方法の適期との関係を示したも®である。 

それぞれの地方のヨシの成長に応じて、植栽の時期を選 

ぶ必要がある。

なお、マコモ、ガマ類のような、ヨシにつぐ重要な大 

型抽水植物の植栽には、一般に株植えの方法がとられる 

が、これらの植物もヨシと同様に、茎の基部に新根•新 

芽の基となる小さな突起が沢山ある部分がついていさえ 

すれば、親株から切り分けた細い苗でもよく活着し、秋 

には数本から10本以上に分けつした株に成長する。植 

え付けの適期は、おおむねヨシと同様である0

4.ヨシ植え付け時の立地の侵食防止対策

ヨシは、植え付け後2〜 3年目から地下茎が密に立ち、

地下茎が旺盛にはびこって土をおさえ、侵食を防ぐが、 

植え付け直後には、なんらかの方法で波による土の侵食 

と苗抜けを防いでやる必要がある。この目的には、地面 

の被覆と簡単な防波壁が有効である。

植栽地の被覆材料としては、波により簡単に破れたり 

土の吸い出しが起きたりしないこと、新芽や地下茎が容 

易に貫通できること、植物が活着後は分解または崩壊し 

て消失すること、などの性質をそなえていることが望ま 

しい。

この目的で使えるのは、筆 者 ら （桜井•苧木，1990) 

の試験と経験によれば、屑羊毛製のマットレスまたは織 

りの細かいわら莛である。ただし後者の場合には、縦糸 

に合成繊維の細糸を使ったものは避けた方がよい。これ 

はわらが腐った後も残って、植物群落を訪れる野鳥の足 

に絡まるおそれがある。

侵食防止の被覆を行う場合には、植え付け前に植え場 

所全体を被覆材で覆い、波や風でまくれないように砂袋 

や足の長さが30 cm以上あるU字ピンをさして押さえ、 

被覆材の上から植え穴をあけて植え付ける（写真 4 )〇

植栽地の前面に簡単な防波壁を設けることは、波浪の 

攻撃を防ぐためばかりでなく、洪水などで湖内に流入し 

た丸太、長い板切れ、竹竿、古タイヤなどが強風で湖岸 

に打ち寄せられ、植栽地の上で繰返しローリングして、

表 1 . ヨシの生活環と植栽の適期（本州中央部を想定してある）〇

月 1 | 2 | 3 | 4 I 5 | 6 | 7 8 | 9 | 10 | 11 | 12 | 1 |

ヨシの

生活環

******■■■■■■■■■■■****
成 長

****■■■■■■****

開花•結実•成熟 

地下に新芽形成

■ ■■■■■■■圏****** 本***■■■■■国

休 眠 地上部枯死•休眠

******■■■■■■■■■****

植栽の適期
ブロック植え•地下茎植え

***■■■■**

茎植え
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写真 6 . 植栽した湖岸（防波壁なし）に漂着した長い板 

切れは、活着したヨシやヒメガマをなぎ倒し、 

ひきちぎってしまった。1990年 7月、霞ケ浦。

写真7 . ケレップ水制による堆砂上に形成されたヨシそ 

の他の抽水植物の群落。 1990年 8 月、木曾川 

下流右岸0

折角できかかった植物群落を台無しにする（写真6 ) の 

を防ぐためにも重要である。防波壁は、植栽地の前面に 

適当な間隔で杭を打ち、これに板を打ちっけるか、ある 

いは"しがらみ”をっけてもよい。高さは、地先の湖面 

の広さによっても異なるが、平水位+ 1 mくらいは必要 

であろう。

ちなみに、上記のような湖内に流入する丸太、板切れ 

のような粗大ごみの対策は、最近各地の湖でそれが激増 

していることを考えると、単に植栽地の保護だけでなく、 

沿岸帯の水生植物群落全体の保護のためにも、盤要な問 

題である。

川の緩流部の岸にヨシ群落を造成する場合には、平水 

〜低水時には緩流であっても、高水時には水位と流速が 

高まるばかりでなく、流木等による破壊作用が加わるこ 

とを考慮する必要がある。そのためには、単に植栽地面 

の被覆だけではなく、上流側に水制を設けるなど、植栽 

地全体の保護が必要になろう。かって明治年間に木曽川 

や淀川の下流部に設けられたケレップ水制による堆砂の 

上に、自然に形成されたヨシ群落その他の河岸植生の状 

態 （写真 7 ) は、そのような対策を考える上でよい参考 

になろう。

5 .植栽する群落の規模と形状

ヨシに限らず、湖岸に植生を復元する場合は、できる 

だけ水際線を直線または単純な曲線にせず、大小の凹凸 

あるいは入江を設けることが望ましい。既存の入江や内 

湖の保存はもちろん大切である。湖岸堤や河岸堤の法線

を複雑にすることは難しぃが、できるだけ引き堤をおこ 

なえば、堤外地の前浜や高水敷の水際線には、そのよう 

な形態をもたせることが可能である。図 1は、そのよう 

な植栽計画の一例である。

湖岸帯の植栽と同時に、径が 10〜数十mある小さな 

池 （ラダーン）や湿地を含むような環境造成ができれば、 

水辺の野生生物の生息環境は一層多様で豊かなものにな 

る。

植栽地の先の湖底は緩傾斜で、急に深くならなぃ地形 

にする0 もし植栽した湖岸の直ぐ先地に浚渫による深み 

がある場合には、埋め戻して緩斜面を回復することが望 

ましぃ。抽水植物群落の先の広ぃ浅瀬帯は、波浪のエネ 

ルギーを減少させるだけでなく、植え付け不可能であっ 

た湖中への群落の自然拡大を促す〇ヨシは一旦活着して 

親株ができると、まわりに生育に適した土地があれば、

1年間に周囲に1〜 2 mずつ群落を拡大する力をもって 

い る （ Haslam， 1973)。
造成するヨシ群落の面積は、土地の事情が許す限り大 

きぃほうがよぃ。魚類やヱビ類の産卵と稚魚•幼生の育 

つ場所、水鳥その他の野鳥の営巣と隠れ場等を考慮すれ 

ば、最小限、水際線をはさんで水中に10 m、陸側に20 m 

の幅で、かなりの長さが必要になろう。水辺のヨシ原の 

特徴的な夏鳥であるオオヨシキリのなわばりを調査した 

羽 田 •寺 西 （ 1968)の報告によれば、 1つのなわばりの 

大きさは、平均856 m2であり、小さぃもので約20 m X 

20 m、大きななわばりはその数倍を越えてぃる。 この 

ようななわばりが隣接して多数確保できないと、オオヨ
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シキリにとっては良好な生息環境とはいえない。 

このように、造成する植物群落の大きさは、期待する

生態学的な効果によって異なるものであるが、その場合 

の効果は、鳥類、魚類などのような、行動範囲が広く、 

食物連鎖の上位に位置する種を含む動物群集の生息場所 

の確保を目標にして考えることが望ましい。そのために 

は、植栽地に生息することが期待されるようなさまざま 

な動物の種について、採餌、産卵•繁殖、かくれ場、ね 

ぐらなどに、いかなる質と大きさの環境を必要とするか 

という情報が、整理されていなければならない。このこ. 

とは、今後、関連する既存の研究報告の収集•整理や、 

新たな調査•研究を必要とする重要な課題であり、植栽 

の技術と並んで、生態的工法を支える車の両輪となるも 

のである。

6 .ヨシ群落の管理

わが国のヨシ原の多くは、昔は毎年刈り取られて、屋 

根葺き、垣根、すだれ、土壁の木舞（こまい）などの材

料や、肥料、燃料などに利用されていた。そのような管 

理がまた、ヨシ群落の自然遷移をおさえ、一定の規模と 

性質をそなえた群落を維持するのに役立ってきた。

しかし近年は、水辺の土木工事や土地開発によって群 

落が減少する一方で、このような人為的なヨシ群落の利 

用や管理もされなくなり、有機物や土砂が堆積して立地 

が乾燥化し、ヨシ以外の草本植物やヤナギ類、ハンノキ 

類などの樹木が侵入したりして、多くのヨシ群落に変化 

が起きている。

このような変化は、植生遷移の自然のなりゆきで、そ 

れはそれでよいとする考え方もあるが、ヨシ群落として 

もっているはたらきやその特徴的な景観を維持するため 

には、それなりの管理が必要である。

このようなヨシ群落の管理としては、定期的な刈り取 

りと群落外への搬出、休眠期における地上部の焼き払い、 

立地の表土（根茎を含む）の削り取り、水位の調節、水 

路やラグーンの掘削による開水面の新設、および既存の 

水路やラダーンの浚渫による水深の回復、水質の改善、

A

図 1 . 多様な生息環境の創出 

を考えた湖岸堤外地の 

ヨシ、ヤナギの植栽計 

画の一例。

上 ：平面図 
下 ：A - A’ 断面
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等々、さまざまな作業を含んでいる。

最近英国で出版された、サンカノゴイ、ヨーロッパチュ

ウヒ、 ヒゲガラなどの野鳥の生息地の保全を目的とした 

ヨシ原管理についてのガイドブック （ Burgess and 

Evans,1989)などは、このような面で参考になる〇わ 

が国でも、野鳥だけでなく魚類その他の水産生物や水生 

昆虫、両生類などの生息環境の保全、水質浄化機能の保 

全等も考慮に入れ、さらにわが国の風土に即したヨシ群 

落その他の水辺の植物群落管理の理論や技術を、早急に 

検討•整理する必要があろう。この問題については、ま 

た別の機会に詳しく扱う予定である。
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〇漆畑信昭著『柿田川の自然』 （そしえて発行、1991年

2 月、134頁、1， 800円)

日本でいちばん有名になった湧水河j11、それは静岡県 

清水町にある長さわずか1 .2kmの柿田川であろう。水中 

に は “ミシマバイカモ”はじめ多くの水草が群生してい 

ることでも知られる。 しかし最近は、湧水量の減少や観 

光化のために問題を抱えている川でもある。今、柿田川 

の自然を守ろうとトラスト運動が始まっていることをご 

存じの方もおられるだろう。その柿田川の水中やその周 

辺に生きている野鳥、昆虫、魚類、植物などをカラー写 

真と文章で紹介したのが本書である。コンパクトな本で 

あるがそれぞれの種の説明がたくみな自然誌となってい 

て、全然なじみのない生き物のこともたいへん興味深く 

読むことができる。水草関係では、 「フサモ」が間違い 

(写真はどう見てもホザキノフサモ〇フサモが柿田川に 

あるのかどうかは疑わしい）であるほかは、よくまとまつ

ている。

O T 正 俗 『中国水生雑草』 （重慶出版社、199眸 6月、

501頁、3 ,100円)

中国の水草（多くの湿生植物含む）の図鑑としては、 

もっとも詳しく、かつ包括的なものである。61科155属4 
37種が取り上げられ、属ごとに種への検索表があり、32 

2枚の図とそれぞれの種に関する記載がある。 日本産の 

水草の分類を調べる上でもたいへん参考になるものだが、 

種の分け方が細かすぎるとの印象はぬぐえない。例えば 

ヒシ属は16種、ヒルムシロ属は25種といった具合である。 

これは中国の分類学の発展段階から言えば当然のことな 

のかも知れない。今後、諸外国の研究との対比を通して 

もっと整理されていくのであろう。ボリュームの割には 

廉価な本なので興味のある人は手元に置いておいてもよ 

い本であろう。 （角野康郎）
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